






























































　そこで本研究では，Proactive﻿Coping を測定する尺度の因子構造の確認，及び Proactive﻿Coping が心理的スト
レス反応に及ぼす影響についての検討を，大学生を対象として行った。その結果，Proactive﻿Coping が，緊張感
や憂うつ感という深化した心理的ストレス反応を低減する効果をもつことが示された。




























































































































F1 F2 F3 F4 F5 F6 共通性
予防的
コーピング
必ず問題について注意深く考えてから，行動を起こした。＊1 .80 -.13 -.14 .09 -.16 -.13 .47
行動を起こす前に，状況を変えるための計画的方法を練った。 .74 .03 -.03 -.07 .08 .01 .58
実際に取り組む前に，問題に対するあらゆる結果を考えた。＊1 .70 .17 .06 -.01 -.10 .11 .53
衝動的に行動するより，問題解決に向けての様々な方法を考えた。＊1 .68 -.14 -.08 -.01 .19 -.08 .55
心の中で，色々違った結果に対処するための様々なシナリオを考えた。＊1 .64 .16 -.01 -.03 -.03 .10 .45
危険な状況を避けるために先を読んだ。 .61 .03 .04 .03 -.11 .05 .32
問題に取り組むために，現実的な対処法を考えた。＊1 .58 -.11 .10 .00 .20 .05 .50
不幸な出来事に備えてきた。 .57 .00 .03 -.04 -.06 .03 .27
適切なアプローチを見つけるまで，様々な角度から物事を検証した。＊1 .55 .11 .09 .01 .04 .03 .48
一番良い結果が得られるよう，計画を練った。 .49 .10 .06 .05 .06 -.07 .47
内省的
コーピング
難しい問題に取り組む結果になる前から，その問題を解決している自分を想像した。 .08 .83 -.07 .01 -.05 .05 .64
難しい問題に取り組む前に，成功することを想像した。 -.14 .81 .07 .04 .04 .03 .63
難しい問題を解決している自分を想像した。 .14 .70 -.05 -.07 -.01 .01 .55
仕事に応募する時，その仕事をしているところを想像した。＊2 .14 .35 -.04 .00 .10 -.04 .27
夢を思い描き，成し遂げるように努力した。＊2 -.04 .33 .10 .06 .19 -.15 .38
能動的
コーピング
問題にぶつかったら，解決に向けて主導権をとった。 .14 -.05 .86 .00 -.02 -.02 .80
自分で主導権をとった。 .01 -.02 .79 -.01 -.07 -.04 .59
不幸な目に散々あっても，たいてい自分の欲しい物を手に入れてきた。 -.06 -.04 .42 -.01 .05 .13 .13




年をとってお金に困らないよう，今からお金をうまく運用している。 -.07 -.02 -.02 1.04 -.06 .01 .99
お金は，全部使ってしまうより，困った時のために貯金してきた。 .23 -.06 -.02 .43 .14 .08 .33
将来，不幸な出来事があっても家族が困らないようにしてある。 .05 .13 .08 .34 .02 .08 .20
計画的
コーピング
難しい問題を，取り組みやすい小さな課題に分けていった。 -.02 .04 -.04 .01 .95 .08 .83
問題を小さな問題に分けて，それを一つずつ実行した。 .04 .01 .03 -.01 .78 .03 .66
回避的
コーピング
問題が難しすぎると分かれば，問題に取り組む用意ができるまでしばらくそっとしておいた。 .20 -.09 -.05 .06 .05 .65 .39
問題があると，たいてはしばらくの間何もしないでおいた。 -.06 .10 -.04 .00 -.16 .64 .53
物事を流れにまかせるようにした。＊2 -.21 -.18 .12 -.04 .03 .58 .54
問題があると，一晩寝てから考えた。 -.03 .12 .07 .05 .14 .49 .19
固有値 6.27 27.82 4.32 3.69 3.34 2.92
因子間相関 F1 F2 F3 F4 F5 F6
F1 1.00
F2 .60 1.00
F3 .50 .63 1.00
F4 .36 .23 .14 1.00
F5 .67 .57 .50 .25 1.00




































































問題解決に他人からのアドバイスを役立てた。 .79 -.03 .60
他人から得た情報を問題への対処に役立てた。 .72 .00 .52
他人に話すことで，問題に関する違った視点を得た。 .66 .02 .44
友人からの助言をあおぐため，自分が抱えているストレスについて話した。 .45 .19 .33
感情面での
サポート摸索
本当に困った時，誰が頼りになるかわかっている。 -.07 .87 .69
だいたいの場合，問題解決には誰に助けを求めたらいいかわかっている。＊3 .02 .80 .65
話して気分が良くなる相手に電話した。 .11 .47 .29











































疲労感 イライラ感 緊張感 憂うつ感 心理的ストレス反応（全体）
能動的コーピング -.25*** -.12* -.50*** -.43*** -.42***
内省的コーピング -.24*** -.21*** -.35*** -.38*** -.38***
計画的コーピング -.31*** -.27*** -.26*** -.35*** -.37***
予防的コーピング -.21*** -.26*** -.21*** -.21*** -.28***
予防的（生活面）コーピング -.22*** -.09 -.18** -.24*** -.23***
行動面でのサポート模索 -.17** -.09 -.24*** -.22*** -.23***
感情面でのサポート模索 -.28*** -.11* -.27*** -.44*** -.35***








β β β β β
説明変数
能動的コーピング -.09 .03 -.38*** -.24*** -.23***
内省的コーピング -.04 -.10 -.12* -.12* -.13*
計画的コーピング -.20** -.17* -.08 -.19** -.20**
予防的コーピング .02 -.08 .06 .09 .03
予防的（生活面）コーピング -.13* -.01 -.09 -.13* -.11*
行動面でのサポート模索 -.01 .01 -.15* .01 -.04
感情面でのサポート模索 -.17* -.04 -.04 -.29*** -.17**
回避的コーピング .14* .24*** .18** .15** .23**
F 7.92*** 5.87*** 16.77*** 20.11*** 18.71***
R .45 .40 .59 .62 .61
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